
2023年2月10日

西日本電信電話株式会社
鹿児島支店ビジネス営業部
エンタープライズビジネス営業部

部門長 山本 環



アジェンダ

⚫NTT西日本アップデート

⚫鹿児島におけるスマート畜産へのチャレンジについて

⚫畜産以外の実フィールドでの事例
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NTT西日本グループ アップデート
“ソーシャルICTパイオニア”に向かって



NTT西日本グループは、「固定電話とフレッツ光」だけの会社ではなく

社会課題をICTの力で解決していく会社です。

NTT西日本グループは次のフェーズへ

出典：2020年度NTT西日本決算発表を元に算出

法人・新領域ビジネス例2020年度営業収益

1兆5,000億円

実態としてビジネス営業と新規領域での

収入が5割以上を占める

ビジネス営業

7,185億円

新規領域

1,016億円

クラウド

セキュリティ

DX

インフラ維持管理

教育改革

コンテンツビジネス
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NTT西日本グループは、

多くの自治体さまと手を組み、多岐にわたる事業を運営しています。

地域に根差した事業運営

日本国内の6割の府県をカバーし、

そのすべての府県に営業体制を敷いています。

30府県
47都道府県

九州

中国

四国

関西

東海

北陸

多くの自治体さまからパートナーとして

選択していただいております。

ICTを活用した自治体さまとの
連携協定数

※2020.12.24時点

45協定
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さまざまな社会課題を、ICTの力で先頭に立って解決していく
それが私たちのめざす姿です。

ビジョン=ソーシャルICTパイオニア

ソーシャルICT

パイオニア

として貢献
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「ソーシャルICTパイオニア」への取り組み
Smart10X

• With /Afterコロナでのリモート社会の急進展、

社会活動・価値観の変化(地域創生の新たな局面)に対応し、

B2B2X型の課題解決により、地域社会のスマート化に貢献

地域が

抱える

課題解決

地域密着型営業

フロントサポート

BPO開発

地域企業など

大学

地域ベンチャー企業

地銀/信金

地域に存在する
ノウハウ・リソース

NTT西日本グループの
ノウハウ・リソース

スマートファクトリースマートラーニング

スマートワーク

スマート
タウン

スマート
アグリs※

スマート
フード

スマート
インフラ・エネルギー

スマートツーリズム
&モビリティ

スマート
ヘルス・メディカル

スマートライフ

B2B2X

※農業に加え林業・水産業などを含む意の造語。
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ローカル5G



3,000
億円

71
％

2025年国内市場規模 年平均成長率（対2020年度）

数字でみるローカル5G＜市場予測＞

ローカル5Gは今後期待されているネットワーク

出典：電子情報技術産業協会（JEITA）による国内ローカル5G市場予測
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ローカル5Gの概要 10

高セキュリティ
SIM認証／閉域網

ネットワーク
カスタマイズ

自営導入
キャリアに依存しない

超高速
20Gbps超*

超低遅延
1ms*

多数接続
100万台/㎢*

＊ 理論値であり条件に左右されます

キャリア5Gの特徴に加えて、ローカル5G独自の特徴は、「自営導入」「ネットワークカスタマイズ」「高セキュリティ」

地域の企業や自治体等の様々な主体が、自らの建物内や敷地内で独自に構築できる、5Gシステム

出典：ローカル5G導入に関するガイドライン案 （総務省）https://www.soumu.go.jp/main_content/000646535.pdf を加工して挿入

５Gの特徴

ローカル５G独自の特徴



鹿児島におけるスマート畜産への

チャレンジについて



畜産分野における課題

➢ 担い手不足

➢ 生き物相手の24H365Dの仕事

➢ 経営力向上（業務効率化／飼料の高騰／）

ICTの力で課題解決に貢献したい
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うしの中山様について
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NHK放映 <https://www3.nhk.or.jp/lnews/kagoshima/20221019/5050020857.html>

動画視聴
14



実施体制
(下線：代表機関)

西日本電信電話㈱、関西ブロードバンド㈱、富士通㈱、富士通Japan㈱、 富士通ネットワーク
ソリューションズ㈱、鹿児島大学、㈱DFC、㈱ロボネット・コミュニケーションズ、ICTプロデュース、㈱
コンサル41

実施地域 鹿児島県鹿屋市
（うしの中山 大隅ファーム）

実証概要

肉用牛の肥育においては、飼料費等生産費の増大による生産基盤の弱体化に直面する一方、牛の体調・状態管理には人
手が必要という課題が存在。
➢ 半屋外の牛舎内にローカル5G環境を構築し、多数の4KカメラとAI解析による異常牛の早期発見や、見守りロボット
によるリアルタイムな牛の遠隔視認の実証を実施。

➢ 肥育プロセスの詳細な監視及びデータの分析を通じ、牛の肥育における高品質化・省力化を実現。

技術実証
➢ 一般的な建物より建物侵入損が小さい牛舎において、周囲への電波漏洩抑制を目的に指向性アンテナと漏洩同軸ケー
ブルを活用したエリア構築を実施。

➢ 周波数：4.8-4.9GHz帯（100MHz） 構成：SA方式 利用環境：半屋外

✓ 牛の体重、日増体重、採餌量、
活動量、体調レベル、体温、転倒、
疾病予兆などを遠隔で確認。

✓ 異常が検知された場合、アラートで
通知。

✓ 見守りロボットからの映像を確認。
✓ 必要に応じて、牛舎に急行。

【事務所等】

L5G
基地局

✓ -----
✓ -----
✓ -----

Laptops

!!

【牛舎】

異常通知、映像配信

カメラ制御、ロボット移動指示

有線

ロボット

L5G

牛Aが転倒しました。
転倒推定時刻はAM4:16です。
（転倒12分経過）

!!

見守りロボットによる
リアルタイムな牛の遠隔視認

多数の4KカメラとAI解析による
異常牛の早期発見

AI解析サーバーにて、
異常検知・異常内容推定

インターネット

有線

実証概要
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実証概要

【技術実証】
カバーエリア確保と他者土地への電波漏洩の軽減対策の双方を実現することが畜産分野でのL5G普及に向けた技術的課題
→ カバーエリアを広く確保可能な指向性アンテナと他者土地への電波漏洩を軽減できるLCXの組合せでモデル確立を目指す。

【課題実証】
多端末同時接続実証の検証、見回りロボット技術の実証
→ L5Gに接続した16台のIPカメラの同時映像表示と、４K・フルHDの表示により、牛の行動観察（起立困難牛の発見等）が

可能か運用検証。また、ロボットに搭載したカメラ映像にて、同様に行動観察が可能か運用検証。
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構築作業風景
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実証風景

見回りロボット
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➢ L5Gサービスの費用低減
→ 普及拡大によるコスト低減、企業努力 ⇔ 半導体不足、物価高騰

➢ サービス利用料の費用低減
→ 普及拡大によるコスト低減、企業努力 ⇔ 半導体不足、物価高騰

➢ より魅力的なコンテンツ、サービス展開
→ 異常牛の発見、起立困難牛の発見に大きく貢献できるサービスの開発

来年度実証にて継続してブラッシュアップが必要

➢ シェアリングサービスの普及
→ 魅力的なサービス展開、普及拡大によるコスト低減 ⇔ 防疫の観点

➢ 補助金活用
→ 初期費用はもとより維持管理費用への何らかの経済的補填にて普及加速が期待できる

展開における課題
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港湾 ｘ ローカル５G
- 令和4年度 総務省実証
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21三菱総研Webサイトより <https://pubpjt.mri.co.jp/publicoffer/hprldu00000002l1-att/20220725_R4local5g-kaihatu_gaiyou1104.pdf>
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NTT西日本グループは

ソーシャルICTパイオニアとして

ローカル５G活用を推進し、

地域企業の持続的成長への貢献をめざします
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